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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 9月 5日 (2003.9.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 金 属 膜 の 少 な く と も 一 部 を 方
法 に お い て 、 酸 化 性 物 質 と 、 酸 化 物 を
水 溶 性 化 す る 物 質 と 増 粘 剤 と 水 を 含 研 磨 液 を 用 い 、 前 記 金 属 膜 表
面 を 機 械 的 に 摩 擦 す る こ と を 特 徴 と す る

方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 増 粘 剤 の 分 子 量 が 、 １ ０ ０ ０ ０ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の

方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 増 粘 剤 の 粘 性 率 が 、 １ 重 量 ％ 水 溶 液 の 状 態 で １ ０ ０ ｃ Ｐ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ 乃 至 ２ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 研 磨 液 の 粘 性 率 が 、 １ ０ ｃ Ｐ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 記 載 の

方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 増 粘 剤 が 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ 記 載 の

方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 増 粘 剤 が 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ ウ ム 塩 も し く は ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ミ ン 塩 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ４ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 増 粘 剤 が 、 架 橋 型 重 合 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ６ 記 載 の

方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 金 属 膜 の 少 な く と も 一 部 を 方
法 に お い て 、 酸 化 性 物 質 と 、 酸 化 物 を
水 溶 性 化 す る 物 質 と 、 分

研 磨 に よ り 除 去 す る 半 導 体 装 置 の 製 造
前 記 金 属 膜 を 酸 化 さ せ る 前 記 金 属 膜 が 酸 化 し た 金 属

み 研 磨 砥 粒 を ふ く ま な い
に よ り 前 記 金 属 膜 の 一 部 を 除 去 す る こ と 半 導 体 装

置 の 製 造
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研 磨 に よ り 除 去 す る 半 導 体 装 置 の 製 造
前 記 金 属 膜 を 酸 化 さ せ る 前 記 金 属 膜 が 酸 化 し た 金 属

前 記 金 属 膜 の 酸 化 や 金 属 酸 化 膜 の 水 溶 化 を 抑 制 す る 防 食 性 物 質 と



子 量 が １ ０ ０ ０ ０ 以 上 の と 水 を 含 研 磨 液 を 用 い 、 前 記 金 属
膜 表 面 を 機 械 的 に 摩 擦 す る こ と を 特 徴 と す る 研 磨 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 金 属 膜 の 少 な く と も 一 部 を 除 去 す る 研 磨 方 法 に お い て 、 酸 化 性 物 質
と 、 酸 化 物 を 水 溶 性 化 す る 物 質 と 、 防 食 性 物 質 と 水 を 含 み 、 粘 性 率 が １ ０ ｃ Ｐ 以 上 の 研 磨
液 を 用 い 、 前 記 金 属 膜 表 面 を 機 械 的 に 摩 擦 す る こ と

を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 酸 化 性 物 質 は 、 過 酸 化 水 素 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ９ 記 載 の

方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 酸 化 物 を 水 溶 性 化 す る 物 質 は 、 有 機 酸 も し く は そ の 塩 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 乃 至 ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 有 機 酸 は 、 ヒ ド ロ キ シ カ ル ボ ン 酸 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の

方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 ヒ ド ロ キ シ カ ル ボ ン 酸 は 、 リ ン ゴ 酸 も し く は ク エ ン 酸 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 金 属 膜 は 、 銅 も し く は 銅 を 主 成 分 と す る 合 金 も し く は 銅 化 合 物 を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ 乃 至 ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 金 属 膜 は 、 タ ン グ ス テ ン や タ ン グ ス テ ン 合 金 も し く は タ ン グ ス テ ン 化 合 物 を 含 む こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 金 属 膜 は 、 窒 化 チ タ ン も し く は タ ン タ ル 、 も し く は 窒 化 タ ン タ ル を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ 乃 至 ９ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 金 属 膜 の 少 な く と も 一 部 を 除 去 す る 方 法 に お い て
、 過 酸 化 水 素 水 と 、 ク エ ン 酸 も し く は リ ン ゴ 酸 と 、 分 子 量 が １ ０ ０ ０ ０ 以 上 の ポ リ ア ク リ
ル 酸 も し く は ポ リ ア ク リ ル 酸 ア ン モ ニ ウ ム を 含 研 磨 液 を 用 い 、 前
記 金 属 膜 表 面 を 機 械 的 に 摩 擦 す る こ と を 特 徴 と す
る 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
不 純 物 ド ー プ 層 を 有 す る 基 体 を 準 備 す る 工 程 と 、
前 記 不 純 物 ド ー プ 層 上 に 開 口 部 を 有 す る 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 絶 縁 膜 が 形 成 さ れ た 基 体 上 に 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 酸 化
性 物 質 と 、 酸 化 物 を 水 溶 性 化 す る 物 質 と 増 粘 剤 と 水 を 含

研 磨 液 を 用 い 、 前 記 金 属 膜 表 面 を 機 械 的 に 摩 擦 を か け る こ と に よ り
前 記 絶 縁 膜 を 露 出 さ せ る 工 程 と 、 そ の 後 、 前

記 基 体 を 洗 浄 す る 工 程 と 、 洗 浄 さ れ た 前 記 基 体 を 乾 燥 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す
る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
第 １ の 配 線 層 を 有 す る 基 体 を 準 備 す る 工 程 と 、
前 記 第 １ の 配 線 層 が 露 出 さ れ る 開 口 部 を 有 す る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、  前 記 絶
縁 膜 が 形 成 さ れ た 基 体 上 に 金 属 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、

酸 化 性 物 質 と 、 酸 化 物 を 水 溶 性 化 す る
物 質 と 増 粘 剤 と 水 を 含 研 磨 液 を 用 い 、
前 記 金 属 膜 表 面 を 機 械 的 に 摩 擦 を か け る こ と に よ り
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増 粘 剤 み 研 磨 砥 粒 を ふ く ま な い
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と 半 導 体 装 置 の 製 造
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前 記 金 属 膜 を 酸 化 さ せ る
前 記 金 属 膜 が 酸 化 し た 金 属 み 研 磨

砥 粒 を ふ く ま な い 前 記
絶 縁 膜 上 の 前 記 金 属 膜 を 研 磨 に よ り 除 去 し て

前 記 金 属 膜 を 酸 化 さ せ る 前 記 金 属 膜 が 酸 化 し た 金 属
み 研 磨 砥 粒 を ふ く ま な い

前 記 絶 縁 膜 上 の 前 記 金 属 膜 を 研 磨 に よ



前 記 絶 縁 膜 を 露 出 さ せ る 工 程 と 、
そ の 後 、 前 記 基 体 を 洗 浄 す る 工 程 と 、 洗 浄 さ れ た 前 記 基 体 を 乾 燥 す る 工 程 と を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
導 電 体 層 を 有 す る 基 体 を 準 備 す る 工 程 と 、
前 記 導 電 体 層 上 に 開 口 部 を 有 す る 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 絶 縁 膜 が 形 成 さ れ た 基 体 上 に 、 窒 化 チ タ ン 膜 と 銅 を 主 成 分 と す る 金 属 膜 を 含 む 積 層 膜
を 形 成 す る 工 程 と 、
過 酸 化 水 素 水 と 、 ク エ ン 酸 も し く は リ ン ゴ 酸 と 、 架 橋 型 ポ リ ア ク リ ル 酸 も し く は 架 橋 型 ポ
リ ア ク リ ル 酸 塩 を 含 む 研 磨 液 を 用 い 、 前 記 金 属 膜 表 面 を 機 械 的 に 摩 擦 す る

工 程 と 、 そ の 後 、
前 記 基 体 を 洗 浄 す る 工 程 と 、
洗 浄 さ れ た 前 記 基 体 を 乾 燥 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
導 電 体 層 を 有 す る 基 体 を 準 備 す る 工 程 と 、
前 記 導 電 体 層 上 に 開 口 部 を 有 す る 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
前 記 絶 縁 膜 が 形 成 さ れ た 基 体 上 に 、 窒 化 チ タ ン 膜 と 銅 を 主 成 分 と す る 金 属 膜 を 含 む 積 層 膜
を 形 成 す る 工 程 と 、
過 酸 化 水 素 水 と 、 ク エ ン 酸 も し く は リ ン ゴ 酸 と 、 ポ リ ア ク リ ル 酸 も し く は ポ リ ア ク リ ル 酸
塩 を 含 み 、 粘 性 率 が １ ０ ｃ Ｐ 以 上 の 研 磨 液 を 用 い 、 前 記 金 属 膜 表 面 を 機 械 的 に 摩 擦 す る

工 程 と
、 そ の 後 、
前 記 基 体 を 洗 浄 す る 工 程 と 、
洗 浄 さ れ た 前 記 基 体 を 乾 燥 す る 工 程 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
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り 除 去 し て

こ と に よ り 前 記
絶 縁 膜 上 の 前 記 金 属 膜 を 研 磨 に よ り 除 去 し て 前 記 絶 縁 膜 を 露 出 さ せ る

こ
と に よ り 前 記 絶 縁 膜 上 の 前 記 金 属 膜 を 研 磨 に よ り 除 去 し て 前 記 絶 縁 膜 を 露 出 さ せ る
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